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初代所長小熊搾憾士



初代所長小熊拝博士

初代所長小熊揮博士は，明治18年8月24日東京市に生れ，中等教育をと東京にて格へ，札幌

。農科大墜の強科に入壊した.年少にして動物皐K興味をもち，高等教育を受けるに従って，麗

く撃聞に艶ナる熱情を探めた.又文化一般に割ナる憧慢の念も，との時代から漸次高められて

行った.強科生徒時代に故有島武郎氏と親交があった鮎たEも，あづかってカあったものと思

ばれる.後年に於ける同博士の高い教養の基礎は，との時代から培はれて来たものであらう.

大事の蔀程を絡へ，嘗n寺東北帝園大皐農科犬撃となってゐ?と現北海道大祭農撃部の助手に就

任ナるや，自ら研賓分野喜三求めて，細胞撃の基礎部門たる染色踏の研究に浪人した.設分野は

営時の我が闘では，未だ同皐諾先輩の注目を惹いてゐなかった.新進夙に困難なるとの題目を

採り上げたととは，同博士の純正科墜に針ナる熱情がしからしめたものであらう.

爾来 30年，同博士の染色憧に閥ナる研究は，常に斯皐の第一総に立ち，文字遇りの意味に

於て，同方面に於ける世界の一流串者に伍して来た.そのうちでも人類染色髄に関ナる研究が

特に著名でFある.しかし此の方面に於ける業績の紹介は他に譲って，低調科事研究所初代所長

としての同博士の足跡をたt:'るととにナる.

昭和5年4月，官時北海道帝圏大墜に理製部の新設されるとともに，同博士は理皐部動物製

科の教授として迎へられた.同敬室に於ける研究及び新銃撃徒の指導は7年聞に及び，輝かし

い業績を残した.かくて昭和12年9月理製部長に補せられた.理撃部長としての同博士の手

腕も亦高く評債され，昭和18年に至る迄3度の推患を受けた.

理製部長時代に偶主本低温科畢研役所設立。議が，大事本部内に起った.そして同博士が主

としてその設立の任r書るととKなった.研究所の性質上理事部が主鰹となるべきととも一つ

の理由で、あったが，その他に同博士が年来地方の大串はその立地保件に即した研究を矯ずべき

であるといふ信念を拍懐~れてゐたととも，忘却ナるととは出来ない.

低温科患研究所の官需1]が公布されたのは，昭和16年であって，同博士が初代所長として任

命されたのは，偶よ太卒洋戦争勃殻の日の12月8臼であった.官制の一部は公布されたが，

銃に大戦争に浪人してゐた我が闘の閣情としては，研究所の新設の如きは，その賀行が著しく

国難であった.特に低温室の新設，1jf段腕の建築は遅々として進まヂ，同博士はその矯に惨慌

たる苦心を掠った.しかしその熱意は遼に営舟を動かし，叉幸ひにして篤志家の援助を得て，

詮に昭和18年9月に及んで，低温科皐研究所の関所式を撃行し得るに到った.それと同時に



2 初代所長 λi、熊搾博士

理皐部長及び理皐部教授。磁を露卒して，研究所長としての任務に波頭するととに怠った.同年

2月営時北海道帝園大墜に鰯媒研究所の新設を見たので，同博士はその所長をとも兼任ずるとと

になった.

かくて爾研究所のE庁長として，戦時下の科事研究所長の重責を果し，緊迫せる閣情に却した

研究を指導ずるとともに，純粋科皐の法燈をも護り続けた.幸ひにして本研究所は戦災を受け

ヂして経戟を迎へ，格戦後の混乱時をも無事切り抜けて再び科皐の研究に戻るととが出来た.

かくて木研究所が戦中及び戦後を通じて，我が圏に於ける最も困難なるfI寺期を美事に突破し得

たのは，所長としての問博士の手腕と串間に野ナる熱情とに負ふととろが多かったものと思は

オ工る.

今春3月間博士が停年とともに低溢科態研究所長を辞し，新しく財画法人選停研究所長(後

の陣立遺傍皐研究所)として北海道大事をど離れられるに首り，研究所員一向は，本書:を記念と

して同博士に捧げんとするものである.

昭和23年1月

中谷宇吉郎


